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※ 本来の入射波と別の波が重なることを干渉
と呼び、その干渉縞のことを定在波と呼ぶ

光速、直進真空

（周波数は一定）
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吉村，倉持，安居院，``図解入門 よくわかる最新電波と周波数の基本としくみ,’’ pp.65-66, 秀和システム

ドップラ (1803-1853) プラハ工科大学（現チェコ工科大学）教授で、
オーストリアの物理学者。二重星の色に関してドップラ効果を論じ、
後に音響現象にも当てはまることを指摘した。
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2015/4/8 朝日新聞 より引用

電磁波の性質 （その３）

重力レンズ効果
（重力場と電磁場の相互作用※） 一般相対性理論による

空間の歪みのイメージ

http://sendaiuchukan.jp/event/news/2009eclipse/soutaisei/soutaisei.html
http://www.astroarts.co.jp/news/2014/10/23quasar/index-j.shtml

※ マクスウェルの方程式に重力項は入っていないので，電磁気
学の知識だけでこの現象を解くことは不可能
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http://www.cn.kagawa-nct.ac.jp/~kusama/study/cem/fdtd/fdtd_2dtm/fdtd_2dtm.html

Cellular phone Microwave oven

Horn antenna Luneberg lens

動画で見る電磁波の性質 （その１）
Parabola （高周波）

Parabola （低周波）

Aperture （高周波）
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http://www.cn.kagawa-nct.ac.jp/~kusama/study/cem/fdtd/fdtd_2dtm/fdtd_2dtm.html

Waveguide array （同位相）Double slit （高周波）

Waveguide array （位相差）Double slit （低周波）

動画で見る電磁波の性質 （その２）

Aperture （低周波）
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実験概要
Keyword：光工学、回折

波長が読める簡易分光器 http://www.urap.org/_forum/ashi/science/spectrometer/spectrometer.htm  より引用
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準備品

スティックのり×1
カッター×1
カッターマット×1
はさみ×1
黒マジック×1
アルミ箔(2cm×2cm)×1
回折格子(1.5cm×1cm)×1
半透明目盛り板×1
B4設計図×1
B4厚紙×1

※ 3人1組で実施 （全部で15班）

※ 灰色文字は2班（1テーブル）
で一つを共有すること

セロテープ×1
ガムテープ×1
乾電池×2
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回折と回折格子

ガラス表面に500本から10000本の光が通過できる部分（キズの
ような厚みが薄い溝）を設け、通過した光が回折
して相互に干渉し、スクリーン上に明瞭な明線を
生じるようにしたものを、回折格子と言う。

また、光が通過できる部分の隣接平行直線
間の距離 d を格子定数と言う。

物理入試問題の研究 http://f57.aaa.livedoor.jp/~paintbox/cfv21/phys/difrgrating.htm より引用

回折（Diffraction）とは、波が障害物の背後
（幾何学的には到達できない領域）に回り込
んで伝わっていく現象のことを言う。 障害物
に対して波長が大きいほど回折しやすい。

回折 http://ja.wikipedia.org/wiki/ より引用

山岳回折 http://www1.tcnet.ne.jp/yamagu/kousatu/vol8.html より引用
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回折波の次数と強度

振幅強度比： 0次波 > 1次波 > 2次波 >・・・> m次波

sin md m 
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好村滋洋 ``光と電波’’ 培風館, p.31
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分光器（波長計）への応用

回折角度： （短波長）θ1λ1< θ1λ2< θ1λ3 （長波長）

強度が強い1次回折波のみに着目
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白色光
観測スクリーン
上の距離 x を
測定すれば、
波長 λ を計算
で求められる。
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設計図

足利裕人 http://www.urap.org/_forum/ashi/science/spectrometer/spectrometer.htm より引用

網掛け（クロ
ス）部分は、組
立前にカッター
で切り抜いてお
くこと。

測定器の内側は
マジックで真黒に
する。
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製作工程１
1 mmあたり500本のキズ

1.5 cm

1.0 cm

格子定数
d=1mm/500

=2μm

指紋や皮脂を
つけると直ぐ汚
れるので、端っ
こを持つように
する。

拡大

回折格子を貼り付
ける際は、まず蛍
光灯のスペクトル
を見て、スペクト
ルが波長目盛りと
平行に表示される
ように微調整して
張り付けること。
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製作工程２

スリットは位置
合わせ線に
沿って真っ直ぐ
に微調整して
貼る。 波長目盛り版は、

印刷面を裏側に
して切り抜いた穴
と目盛り枠が一
致するように外側
から貼る。

カッターでアル
ミ箔にスリット
を入れる。

上面

底面
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製作工程３

スリット、回折格
子窓、波長目盛り
板以外からは外
から光が入らない
ようにテープで目
張りしておく。
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測定

製作したLEDレンズ面にスリットを
あてて、波長を観測してみる。

太陽は直接見
てはいけない。
（目を傷める）
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考察

（１） EP204Kのカタログ値に記載された波長（下図）と
簡易分光器で測定した波長は一致しているか？

赤（橙赤）λ=625-740 nm
緑 λ=500-565 nm
青（紫青）λ=450-485 nm

（３）波長目盛り板は等間隔ではなく、波長が長いもの
ほど間隔が広がって設計されている理由は何か？

（２）蛍光灯のスペクトルとの違いは何か？

RGB

@ 25℃
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